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は多くの種類があり、かつ、それらの含有成分（タンパ 

ク質やアミノ酸）は培養条件で大きく変化すること 

(Tanaka & T ak im o to 1975)を考え合わせると、今 

後の研究によってウキクサの養蚕飼料化が可能になるも 

のと思われる
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